











　ブラックストン㈶イングランド法釈義㈵（William Blackstone, Commentaries on the







感じておられよう。とりわけ，1979 年に University of Chicago Press から㈶釈
義㈵の“A Facsimile of the First Edition of 1765┡1769”（以下便宜上シカゴ版と言
う）が安価な判型で出され続けて約 40 年が経過した今日，読者・研究者が手に
するのはこの初版のリプリント版であるのが常態化しているのに加えて，2016










（東北大学）㈵78 巻 5 号 454 頁（2014 年 2 月）を見よ。
(2) 大内孝Аオクスフォード新版㈶イングランド法釈義㈵（2016 年）についてБ㈶法学㈵




























げた，20 世紀前半のEller と（Catherine Spicer Eller, The William Blackstone
Collection in the Yale Law Library: A Bibliographical Catalog (1938)），今世紀に
これを抜本的に補足した Laeuchli が（Ann Jordan Laeuchli, A Bibliographical
Catalog of William Blackstone (2015)），それぞれの書誌項目に付した番号（Eller






［Eller 12；Laeuchli 16］あるいは第 9版（1783 年）［Eller 14；Laeuchli 18］であ
る。著者の死亡が 1780 年だったことから，このうちどちらを著者最終版として
扱うかについて二つの立場がある。一つが，その出版は著者の没後だが原稿のほ






















tion）。3．第 9版の編者Burn が 1 および 2に付け加えたBurn のエクストラ頁。
4．Burn の後の版にしばらく用いられた，ブラケット［　］で括られた欄外頁
（marginal pagination）。5．その後に用いられアメリカで定着した ┢印付のスター頁
(5) See, e. g., Blackstone's Commentaries on the Laws of England, 4 vols▆, edited













頁数も，初め 436 だったのが第 5版（1773 年）から 443 に増えた。いずれにせよ，























は質の異なる問題を含むものがあった。例えば第 4巻第 12 章に現れた 159┢，
160┢の二頁は，編者としてのBurn が独自に記した編者脚注の［D］および［E］
が 155，157，160 頁の部分に合せて丸 1頁あまりの分量で加えられた結果であ




欄外頁は，第 12 版（1793 年）［Eller 21；Laeuchli 26］以降の数版の編者を務め
たChristian の新たな工夫だったと見られる。これを導入した事情として，以下























































の上でこれが初めて現れたのが，ロンドンで出された 1829 年の第 18 版と称され
る版［Eller 36；Laeuchli 43］だったように見える。これがアメリカ合衆国にお
いては，1832 年に“From The Eighteenth London Edition”の称を冠してニュ
ー・ヨークで出版されたNew York Bar 版と通称される版の一つに現れたのが
確認できる［Eller 96；Laeuchli 149］。
　このスター頁方式がアメリカで下記のごとき系譜で引き継がれ，現在では，法
文献の引用法としてアメリカで広く用いられるThe Bluebook: A Uniform Sys-




よって引用をなすことができる……Бとされ（id. at 135 を私が試訳したもの），例と




　しかし，The Bluebook の上記の説明と裏腹に，実際には ┢印付スター頁の頁
付がその後の英米における㈶釈義㈵の全部に引き継がれたのではなかった。この












イングランド：1830 年第 17 版［44]；1841 年第 20 版［46]；1844 年第 21













イングランド：1829 年第 18 版［43]；1836 年第 19 版［45］。
アメリカ：1832 年 New York Bar 版［149]；1841 年 New York Bar 版
［153]；1859 年 Sharswood 版［180]；1863 年 New York Bar 版［187]；
1871 年 Cooley 版［199]；（1890 年 Hammond 版［231］）；1897 年 Lewis 版
［241]；1915 年 Jones 版［257］。
　スター頁方式の採否と別問題として，各版が原著第 9版のテキストを採用した
か否か（上述）を，上記のうちで私が確認できたもの(6)：
　採用したもの：イングランド：第 19 版，第 21 版；第 23 版；Kerr 版。
アメリカ：1832 年 New York Bar 版，1841 年 New York Bar 版；Wendell











になって初めてこれに拠らぬHammond 版が出，さらに 20 世紀に Jones 版
が出た（下記）。
・頁付に関しては，イングランドのどの版を基礎にしたかによって方式が分か
れた。ロンドン 1829 年第 18 版を基礎版にする旨を明記して 1832 年に出版
(6) 各版が第 9版テキストを採用したか否かに関して私が採った方法は，Oxford 新版
が抽出したVaria を利用して（同書第 1巻 329 頁の〈49〉），第 1巻序説第 4節末尾




されたNew York Bar 版と，おそらくこの系を継ぐその後の Sharswood
版；Cooley 版；Lewis 版などが，この第 18 版を端緒とする ┢印付スター頁
をも受け継いで採用したのに対し；1847 年Wendell 版は第 18 版でなく，当

























　両者ともに，第 9版の編者 Burn が加えたエクストラ頁を引き継がなかったと
ころに頁付の出発点があったのだから，著者自身による頁付の最終版だった第 8
版に拠ったと仮定することができる。これを私は，上記のとおり第 2版で著者自
身の大幅な増補がなされた第 1巻序説第 4節の 93～120 頁の部分と，著者自身に




程度のずれが上述両部分の大半の頁に認められ(7)；第 19 版（本来は第 18 版を用いた
(7) また，第 4巻に現れた著者自身によるエクストラ頁の 235┢，236┢が，スター頁版






れがあり；第 4巻の同上部分では第 19 版は第 8版と完全に合致したが，今度は
第 18 ないし第 19 版を起点にするはずのその後のスター頁版（例えば Lewis 版）の


































対して，第 9版のテキストを採らずに第 8版を採ったHammond 版および Jones
版は，頁付についても当然に第 8版に拠った。したがって，この両版の頁付は全



















1巻（1766 年の第 2版から）および第 4巻（1773 年の第 5版から）に関しては，初版
の頁付から少なからずずれていること；つまり欄外頁および ┢印付スター頁
と，初版の頁との間には，少なくとも第 1巻の序説第 4節以降，第 4巻の第






























　2013 年の戒能通弘は文献一覧に，Blackstone, W. (1979) Commentaries on
the Laws of England, 4 vols. (Chicago: The University of Chicago Press）を挙げ，文










義㈵）は，1791 年に出た第 11 版であるБとし，1971 年の論文にも同じ注釈があ
る(10)。私（大内）は第 11 版のコピーを持たず直接の確認はできないが，内田著作




する記述がないが，伊藤論文が引くАBlackstone, Commentaries, vol.4, p.
287Б，ならびに松平論文が引くА1 Comm, 121БА4 Comm. 420БおよびА1
Comm. 124Бを確認すると，少なくとも初版から引いたのではない（第 8版ない
し 9版以降の版だと推定して矛盾がない）(11)。
(8) 戒能通弘㈶近代英米法思想の展開㈵65，320 頁（2013 年）
(9) 望月礼二郎А謄本保有権の近代化ИЙイギリス土地所有権法近代化の一断面ИЙБ
㈶社会科学研究㈵11 巻 1 号 8 頁（1959 年）
(10) 』内田力蔵著作集㈵第 2巻 57 頁（2005 年）；同著作集第 4巻 351 頁（2007 年）
(326)
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　1960 年の末延三次㈶英米法の研究 下㈵の 738 頁はブラックストンの評伝とし
てА主著は……Commentaries on the Laws of England, 4 vols.1 ed. 1765┡69,
8 ed. 1778Бと注記する（下線は大内による）。文献表示法として初版年を明記しつ
つ，同時に著者最終版の一つである第 8版を注記し，その上でА……アメリカ版
では Lewis（2 vols. 1922）のが好いБと勧める（その理由は書かれていない）。
　1968 年の田中英夫の著書㈶アメリカ法の歴史　上㈵には悩ましい記述がある。
その 41 頁の注 30 にА1 BLACKSTONE, COMMENTARIES ON THE LAWS OF ENGLAND
┢106┡107（1765）Бと示されるА（1765）Бからは初版のように見え，А┢106┡107Бは






applicable to their own situation and condition of an infant colony”だと思われ
るが，この文は初版には見出せず，第 8版の 107 頁，第 9版の 108 頁，Lewis












(11) 伊藤正己㈶裁判所侮辱の諸問題㈵10 頁（1949 年）；松平光央Аブラックストン考Б





　例えば 2014 年に出された論文集Re┡Interpreting Blackstone's Commen-
taries は，その後間もなく出版されることになる上記㈶釈義㈵のOxford 新版
（2016 年）の主任編者を務めたWilfred Prest を中心とする者たちによる 10 編の論
文を収めるが，その文献略語表（Abbreviations）にW Blackstone, Commentaries
on the Laws of England（Oxford, 1765┡69; facsimile edn, Chicago ……, 1979）が挙げ
られ，各論文の引用において全論者がこのシカゴ版を引いていることが確認でき
















　後に小山貞夫が邦訳して検討した 1932 年の Holdsworth の論文の中には，当
該部分が 7箇所ある。そのうち第 8版ないし第 9版と同一であることが確認でき
たのが 5箇所（脚注 34, 36, 70 と 45 の 2 箇所），明確でなかったものが 2箇所あるが
（同 31，71），いずれにしても 7箇所どれもが初版ではなかった(13)。伊藤正己によ
(12) Albert W.Alschuler, Rediscovering Blackstone, 145U. Pa. L. Rev.1┡55
（1996）（論文紹介，大内孝Аブラックストンの再発見Б㈶アメリカ法㈵［1999┡1］）
(13) W.S.Holdsworth, Some Aspects of Blackstone and his Commentaries, Cam-
bridge Law Journal, vol.IV. pp.261 ff. (1932)；小山貞夫Аブラックストン著
(328)
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る邦訳書がある 1932 年の Fifoot の著書中に私が見出した当該部分は 2箇所のみ
だが，これも第 8版ないし第 9版だとみて矛盾なく，少なくとも初版ではな
い(14)。アメリカに転じて 1941 年の Boorstin はАイングランドの第 9版にテキス
トも頁付も依拠するCooley による一般的なアメリカ版Бを用いたと明記し，




版でないこともあり，統一されていないのである。例えば 2002 年の Baker 著第
4版 476 頁に見られる（2019 年の第 5版では 514 頁），Baker が㈶釈義㈵第 1巻 123
頁からだとする“the spirit of liberty is so deeply implanted in our constitu-
tion”の引用文は，初版の当該頁にある文であり（第 8版でも第 9版でも同文は 127 頁
に移動している），確かに初版に拠っているように見える。ところが 1971 年の Ba-
ker 著初版（258 頁）から最新版まで一貫して（第 4版では 484 頁，第 5版では 522 頁），
㈶釈義㈵第 1巻 442 頁からだとして引用される“the very being or legal exis-
tence of a woman is suspended during the marriage……”の文は，㈶釈義㈵初
版では 430 頁にあるのであって，442 頁は第 8版ないし第 9版における頁なので
ある。さらに，Baker 著第 4版の 211 頁（第 5版では 224 頁）に㈶釈義㈵第 1巻 90
頁からとして引く“were to set the judicial power above that of the legisla-
ture, which would be subversive of all government”の文は，㈶釈義㈵初版・第
8版・第 9版とも 91 頁に存在する。わずか 1頁の違いではあるが，これと同じ
例がBaker 著第 5版 512 頁で㈶釈義㈵第 4巻 153 頁の注からだとして引いた文
㈶イングランド法釈義㈵の歴史的意義Б㈶法学（東北大学）㈵第 60 巻 197 頁以下
（1996 年）
(14) C.H.S.Fifoot, English Law and its Background, at 112 n. 2; 126 n. 2 (1932)
（伊藤正己訳㈶フィーフット　イギリス法㈵169 頁注 9，171 頁注 43（1952 年））
(15) Daniel J.Boorstin, The Mysterious Science of the Law: An Essay on Black-
stone's Commentaries, pref. xviii (1941); Albert J.Harno, Legal Education in
the United States, at 12 n. 26 (1953)
(16) J.H.Baker, An Introduction to English Legal History, 1st ed. 1971; 2nd ed.






にも見られ（初版・第 8版・第 9版とも 152 頁の注），Baker が依拠した版が何か，特
定しがたい。ところで，Baker 自身がその著第 3版（1990 年）から，㈶釈義㈵の初
版リプリント版が 1979 年に出された旨を注記し始めたことに注目しよう（第 3版
219 頁注 48；第 4版 190 頁注 53；第 5版 201 頁注 77）。すると次の推察が成り立つ。すな
わちBaker 著初版の 1971 年時点ではまだ㈶釈義㈵の初版リプリント版が手元に
なくBaker は別の版を用いていたが，Baker 著第 3版以降は初版リプリント版
を用いた。ところがBaker は㈶釈義㈵に版間頁付異同があることを知らずある
いは軽視ないし無視して，Baker 著の初版時に㈶釈義㈵初版でない版から引いた











初版リプリント版を用いる(17)。例えば，“Commentaries I 237”を指示する注 8
が付されたА悪質な助言者の助言及び邪悪な大臣の援助さえなければその権能を
誤用することなど（ありえなかった）Бの文は確かに初版の当該頁に見られるし（第
8版・第 9版なら 244 頁），また雇用関係がА人の権利Бの中の一章を占めている旨
を指摘する本文に付された注 16 の“Commentaries I 410┡20”は確かに初版の
master and servant の章の頁と一致する（第 8版・第 9版なら 422┡32 頁）。
　参考までに，Oxford English Dictionary（以下単にOED）はどうか。その List of
Books quoted の欄に，Blackstone, Sir William Commentaries on the laws of
England 1765┡69 とある以上は，㈶釈義㈵初版を示しているものと思われる。言
(17) S.F.C.Milsom, The Nature of Blackstone's Achievement, Oxford Journal of





ば declinatory の項目の中に“1769 Blackstone Comm. IV. 327 Formerly‥the
benefit of clergy used to be pleaded before trial or conviction, and was called
a declinatory plea.”の例文が引かれており，この文は確かに㈶釈義㈵第 4巻の
初版（1769 年）の 327 頁にこのまま見られる。これがOEDの正則の引用法なら
ば，しかし，正則に合致せぬ引用例がある。例えば consummate の項目に
“1765 Blackstone Comm. I. 435 Marriages contracted‥in the face of the
church, and consummate with bodily knowledge.”とあるところから，㈶釈義㈵
第 1巻（1765 年）の 435 頁に当たってもこの例文は見つからない。この文は，初
版ならばその 423 頁に位置する。435 は，㈶釈義㈵第 8版以降の版と合致する頁
数なのである。この類の齟齬は，それとして探せばいくらでも出てくるはずであ
る。長大な時間を要してはじめて成ったOEDが，厖大な人数に及ぶ各項目の執

















































　・初版の第 1巻本文の総頁数は 473 だったが，早くも第 2版で 485 に増えてい



























頁付についてБ㈶法学㈵66 巻 6 号 739┡774 頁，2003 年），かかる頁対照表の類は一
切なく，先年のOxford 新版もこの問題にА頬被りБを決め込んだのは残念でなら
ない（大内，上掲註 2の㈶法学㈵316 頁を見よ）。我々の全訳は最小限の頁対照表
を用意する予定だが，その不可欠性がИЙ万一出版元を見出すことができたとして
も，そのИЙ版元に納得される保証はない。
㈶イングランド法釈義㈵の底本選択の難しさについて
(333)
(法学 2020) 84Ё2Ё163
Н　本稿は，JSPS 科研費（16K03252）の助成を受けたものである。
(334)
84Ё2Ё164
